平成29年度日本語指導実践事例③-1（事例③-2と並行して進行）
	対象
	小学校３年生
	母語
	ベトナム語
	ＤＬＡステージ

	日本語

の状況
	日常会話については、ほぼ、自分の思いを伝えることができる。音読は、ゆっくりではあるが、正確である。ただし、書くことに対する抵抗感がある。話すことは得意だが、書くことは苦手で、まとまった文章を書くことは難しい。一方で、母語であるベトナム語については読み書きが難しく、言葉も少しずつ忘れていっている状況。
	語彙力
	８３．６％

	
	
	〈話す〉
	４

	
	
	〈読む〉
	３

	
	
	〈書く〉
	３

	
	
	〈聴く〉
	４

	指導

目標
	生き生きと話していることを、文で表現するために必要な語彙や文型を獲得する。

教科の理解を深めるため、より多くの学習言語と出会い、理解する。

	指導

計画
	・日記指導を通して、基礎的な文型が書けるようになる。また、テーマを決めて作文することで、よりまとまった文章も書けるようになる。

・教科書教材の読み取りの中で、文と文をつなぐ言葉や様子を表す言葉を理解する。

・異学年との学び合いの中で、既習の内容を自分の言葉で説明したり、話し合ったりすることで、より多くの学習言語に触れる。


１．教科・単元名　　国語　「三年とうげ」

２．目標　（教科）　「三年とうげ」はどのようなところか、言い伝えもあわせて、確かめる。

　　　　　　（日本語）　人物の気持ちが表れている言動に注目し、気持ちを考える。

３．本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
	準備物・資料等

	①今日の学習課題を知る。

②日本語指導教室通信を読む。（１０分）

・「大阪城でいろいろな国の人に会った」という友だちの日記を読み、自分の経験などを話す。

③新出漢字学習（１５分）

・漢字ドリルを読む。

・漢字学習ノートを書く。

④国語「三年とうげ」（１５分）

・めあてを知る。

・「三年とうげ」の様子について、

読み取る。

・「三年とうげ」の言い伝えについて、読み取る。


	・友だちの日記に出てくる中国語の台詞に注目する。

・自分のルーツに関わる話などができるようにする。
・漢字のもつ意味を確認する。

・自分のくらしを振り返って文を書くように声かけする。

・既習の漢字でわからないものは、国語辞典を使って、調べさせる。

（めあて）三年とうげは、どんなところだろう。

・出てくるものの写真を見て、イメージをもたせる。

・「ため息が出るほど」に注目して気持ちを考える。

・独特の言い回しは、やさしい日本語に置き換えて意味を確認する。

・「おそるおそる」に注目して、気持ちを考える。

 ロールプレイを取り入れるなどし、気持ちを考える手助けにする。
	・ミニホワイトボード

・通信

・国語辞典

・写真カード



